
平成 26 年７月９日 

海事局総務課海事振興企画室 

 

福島県いわき市小名浜で体験乗船会（第２弾）を開催 

～子供たちに海と船への理解を深めてもらうために～ 

 

７月３日（木）に福島県いわき市小名浜港国土交通省東北運輸局は、 において、４月（市

立小名浜西小学校）に引き続き、３月に開催された「海と船フェア in アクアマリンふくし

ま」の「キッズ絵画展」に出展してくれた市立小名浜第一小学校の４年生５５名を招き、

「体験乗船（施設見学会）」を開催しました。 

このイベントは、四面を海に囲まれた我が国において、輸出入貨物の 99.7%が船舶により

輸送されており、安定的な海上輸送の確保は、我が国の経済、国民生活を支える上で極めて

重要なものであるにもかかわらず、国民の海事産業に対する理解は必ずしも十分であるとは

言えず、将来を担う小学生に「海の重要性と魅力」を感じてもらい、海事産業とそこに働く

人々への理解を深めてもらうため、（株）いわきデイクルーズの協力を得て実施しているも

のです。 

 ９時１５分から始まった施設見学会では、体験乗船に先立ち、東北運

輸局海事振興部村木次長より最も身近な日本食の１つである「天ぷらう

どん」 私たちの食卓に並ぶ食材の多くが外国に依存を例にとり、 してお

り、また、それらの殆ど全てが船舶によって輸送されており、船が止ま

り小麦粉の輸入が止まってしまったら、天ぷらうどんだけでなく小麦粉

で作るパンやお菓子も食べられなくなるなど海運の重要性について説明

がありました。その後、(株)いわきデイクルーズの「ふぇにっくす」に

乗船し、体験乗船が始まりました。 

船員 船内では、(株)いわきデイクルーズの鈴木代表取締役から、

の仕事や小名浜港の現状などの説明 特別に船内見学があり、また、

として操舵室の見学 働く船員の姿を間近に見学も行い、 するととも

に、２Fデッキに出て、カモメに餌を与えたり、海風を浴びるなど

短い船旅を満喫しました。 

 50 分ほどのクルーズを終え、下船後、記念品（ペーパークラフト、日本船主協会「船って

最高」、日本海事広報協会のノート等）を手渡し、成功のうち無事にイベントが終了しました。 

今後も海事思想の普及活動に尽力していきたいと考えています。 

 

 
担当：海事局総務課海事振興企画室 岩下、中村、池田、牧 

 
Tel: 03-5253-8946（直通） 

03-5253-8111（内線 43-215） 
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参 考  

 

        ● 使用船舶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船  名：ふぇにっくす 

船  型：双胴船 

全  長：２５．５m 

  幅  ：８．３m 

深  さ：２．４m 

総トン数：１１８トン 

旅客定員：１６５名 

 

      ● 見学コース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


